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1 県道 郡山湖南線 郡山市 逢瀬 町 多田野 字 十文字
交通量が多く、緩やかなカーブが続いて見通
しが悪い。 H24

区画線・路面標示（減速）・カ
ラー舗装(横断歩道) 県 H25 ○ ○ ○ ○

2 県道 郡山湖南線 郡山市 逢瀬 町 多田野 字 寺向
交通量が多く、緩やかなカーブが続き見通し
が悪い。 H25

区画線・路面標示（減速）・カ
ラー舗装(交差点・路側帯) 県 H26 ○ ○ ○

3 県道 郡山湖南線 郡山市 逢瀬 町 多田野 字 新池下
見通しはよいが、多くの車がスピードを出し
て走っているので危険である。 H25

区画線・路面標示（減速）・カ
ラー舗装(交差点・路側帯) 県 H26 ○ ○ ○

4 市道 南原宮南線 郡山市 逢瀬 町 多田野 字 寺向
家が建て込んでおり狭い道が多く見通しも悪
いので危険である。

5 市道 多田野１号線 郡山市 逢瀬 町 多田野 字 本郷
家が建て込んでおり狭い道が多く見通しも悪
いので危険である H25 路面カラー舗装 市 H26 ○ ○ ○

6 県道 郡山湖南線 郡山市 逢瀬 町 多田野 字 南大界
学校前バス停の歩道が狭く、ガードレールも
ない。交通量が多く危険。 H24

区画線・カラー舗装(路側
帯)・ラバーポール 県 H26 ○ ○ ○ ○

7 県道 郡山湖南線 郡山市 逢瀬 町 多田野 字 大界
交通量が多く歩道が設置されているが、防
護柵等がないため危険である。 H26

防護柵の設置、歩車道境界
ﾌﾞﾛｯｸの再設置、視線誘導
標の設置

県 R2 ○ ○

8 県道 郡山湖南線 郡山市 逢瀬 町 多田野 字 新池下
北側の歩道が切れる為、県道を横断し南側
の歩道へ横断する場所であり、速度超過の
車両が多く危険。

H30 歩道の整備 県 R4 ○ ○

市道 H30 カーブミラー調整 市 Ｒ1 ○ ○

県道 H30 横断歩道の補修 公安 Ｒ1 ○ ○

9 市道 南原宮南線 郡山市 逢瀬 町 多田野 字 寺向
家が建て込んでおり狭い道路が多く見通しも
悪いので危険である。 R3

クロスマーク　路面標示の
設置 市 R4 ○ ○ R3緊急点検

10 県道 長沼喜久田線 郡山市 逢瀬 町 多田野 字 西久保 スピードを上げて通る車府が多く危険 R4 路面標示設置　外側線補修 県 R4 ○ ○

取り締まり 公安 ○

市道 元日下台線 路面標示設置 市 R5 ○ ○

11 県道 長沼喜久田線 郡山市 逢瀬 町 多田野 字 馬捨場 スピードを上げて通る車府が多く危険 R4 外側線の補修 県 R4 ○ ○

横断歩道の設置 公安 ○

通学路の変更 学校 ○

12 県道 郡山湖南線 郡山市 逢瀬 町 多田野 字 山田原
交通量も多く飛ばしてくる車も多い。横断歩
道のない場所を横切っている R4 横断歩道の設置 公安 R4 ○ ○

残置の舗装　除草 県 R4 ○ ○

13 県道 郡山湖南線 郡山市 逢瀬 町 多田野 字 北大界 R5 路面標示の設置 県 ○

ダイヤマークの設置　速度
の取締り 公安 R6 ○

予告標示
設置不可

路線名

朝の交通量が多く、スピードが出やすく危険
である。横断歩道の手前に注意喚起する標
識等がほしい。

種別

対　策　一　覧　表

【多田野小学校】 （住所：郡山市逢瀬町多田野字南大界１）

対策
年度

点検
年度

事業
主体

対策内容（案）現状・危険内容

令和7年3月現在

事業の進捗状況
箇所名・住所番号
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路線名種別

対　策　一　覧　表

【多田野小学校】 （住所：郡山市逢瀬町多田野字南大界１）

対策
年度

点検
年度

事業
主体

対策内容（案）現状・危険内容

令和7年3月現在

事業の進捗状況
箇所名・住所番号

R6
路面標示の設置・ﾄﾞｯﾄﾗｲﾝの
設置 県 ○

速度の取締り 公安 ○

14 市道 浄土松南大界線 郡山市 逢瀬 町 多田野 字 南大界 R5
外側線の補修　路面標示の
設置 市 R6 ○ ○

通学路の変更 学校 ○

15 市道 浄土松南大界線 郡山市 逢瀬 町 多田野 字 南大界
対面通行だが、道幅が狭く、歩道もない道路
である。登下校だけでなく、プールの授業の
際、多くの児童が道路を横切る

R6
外側線の補修　路面標示の
設置 市 R6 ○ ○

郡山市 町 字

郡山市 町 字

道幅が狭く、歩道がないので登下校時に注
意が必要。

手押し式信号機と横断歩道が整備されてい
るが、朝の交通量が比較的多く、スピードが
出やすく危険である。全児童の3割が、通学
路として利用している。


